
費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・収蔵品データベース化事業委託　　　　　　5,840,625円
　　郷土資料館の収蔵資料を広く市民に公開する準備のため、所有資料のデ
　　ータ化を実施した。
　　　委託先　  (有)ティーディードキュメント・サービス
　　　委託期間　平成15年8月7日～平成16年3月15日

06款 農林費　　　　　　　　　　　　　　     (単位　　円)

 01項 農業費

  01目 農業委員会費　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　        

          10,455,747 円

○農地法関係処理状況 （単位　件、㎡）

　　市街化区域

　　　調整区域

　　市街化区域

　　　調整区域

  02目 農業総務費　　　　　　　　　　　　 (単位　　円)

          125,500,524 円

○地産地消推進事業

補助金　　　2,000,000円

開設日　　 平成15年11月15日

開設場所　三島市谷田187-1（ＪＡ三島函南本店内）

  03目 農業振興費　　　　　　　　　　　　 (単位　　円)

          5,342,323 円

○国・県支出金を伴う事業費補助金

　　経営規模の拡大及び施設化等経営の改善を図るために融資を受けた農業

　者に対し､利子補給を行った｡

　新鮮で安全な野菜を供給することにより地産地消の場を提供し、市民の

農業に対する理解を深め、また地域農業を活性化させるため、ＪＡ三島函南が

農産物直売所を開設する事業に対し補助を行った。

3,175,000 122,325,524

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

4,238,6275,342,323 1,103,696

343 0 2 1,515
事業計画変更
承 認 申 請 2 343 0

7,566 5 0 2,163
農地法第 20条
（ 解 約 ） 5 7,566 0

64 0 20,202

41 10,504 14,374 24,878 0 41 21,730

64 20,518 10,786 31,304

56,182 105 41 41,932
農 地 法 第 5 条
（ 転 用 ） 105 31,022 25,160

47 0 29,666

12 3,420 8,002 11,422 0 12 2,058

47 21,116 7,847 28,963

40,385 47 12 31,724
農 地 法 第 4 条
（ 転 用 ） 59 24,536 15,849

27,979 29 5 78,162農 地 法 第 3 条 34 22,652 5,327

許 可 ( 承
認 ) 件 数

不許可(承
認)件数

許可件数
不 許 可
件 数

10,061,747

区 分
申 請
件 数

関 係 面 積 市 委 員 会 県 知 事
前 年 度 面 積

田 畑 計

10,455,747 65,000 329,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

125,500,524
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  　農業施設化資金利子補給補助金　 　　  19件　利子補給額 　601,408 円
  　農業経営基盤強化資金利子助成費補助金　 9件　利子補給額　1,341,397円
○有害鳥獣駆除委託事業　　　　　　
　　駆除鳥獣　　カラス 112羽　　イノシシ 21頭　　
　　委託料　　450,000 円
○認定農業者育成支援事業　　　　　　　
　　認定農業者に必要な経営改善支援を行い効率的かつ安定的な農業経営体
　の育成を図った。   委託料　500,000円
○畑作営農対策試験事業　　　　　　　
　　作物栽培の上で、近年肥料の過剰投与が問題視されている。そこで植物
　の根に作用し、養分の吸収能力を高め、乾燥や土壌障害等に対する抵抗力
　をつける資材として菌根菌の使用の実用試験を行った。
　　　　委託料　118,000 円
○環境保全型農業推進事業　　　　　　　　　　　　　　　
　　環境保全型農業を推進するため、地力増強のための良質有機物の投入等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　による土壌改良や病害虫回避を図る資材等を利用した農家に有機農業推進
　事業補助金を交付した。
　　　補助金　　　1,200,000円
　　　利用者　　　84人　　　16品目
○畑作圃場土壌保全事業　　　　　　　    　　　　   　
　　畑作地帯の圃場は、農作業の効率を上げるため、重量機械の導入が進み
　不耕起層が発生し、表土の流出が起きやすくなっているため、不耕起層の
　破壊による透排水性の向上と作土の更新のため圃場土壌保全事業を実施し、
　土層の改善を図った。
　　　補助金　　　500,000円
　　　利用件数　　18件（21ヶ所）　　35,030㎡
○農業用使用済プラスチック組織的回収推進事業　　
　　マニュフェスト制度に基づき市内農業地域における廃プラスチック等を
　循環型処理可能業者へ搬入処理した。
　　　補助金　　　250,000円
　　　事業期間　平成15年11月10日～平成16年2月29日
　　　事業量　　42,370㎏
○緊急農業用施設復旧資金利子補給
　　平成10年8月末豪雨による災害により被災した農業用施設の復旧の促進を
　図るため、被災者に対し、緊急災害対策融資を行う三島函南農業協同組合
　に利子の一部を補助して農家の負担を軽減し、農業振興を図った｡
　　　利子補給額　　3,494円　　　融資借受者　　5件

  04目 生産調整推進対策 (単位　　円)

       事業費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　        

           7,636,694 円

○水田農業経営確立対策事業

　　生産調整の実効性の確保、生産者・地域の自主性の尊重及び望ましい営

　農の実現に重点を置いて、新しい生産調整の推進を図った。

　　　生産調整対象水田面積　　1,979,000㎡

　　　実施面積　　　　　　　　1,728,250㎡

　　　達成率　　　　　　　　　　　87.3％

○米消費拡大推進事業

　　米の消費が食生活の多様化により減退していくなか、消費者に対し米の

　重要性を啓発し、普及活動などを通して米消費拡大事業を推進した。

6,759,6947,636,694 877,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・三島市こども会連合会創立50周年記念「米作り体験事業」

平成15年4月20日、6月1日、7月13日

10月19日、11月9日、12月13日

参加者数　27家族　98人

　・米消費拡大推進連絡協議会総会 平成15年6月3日 出席者  20人

　・市民すこやかふれあいまつり 平成15年11月16日 来場者　400人

　　（お米ゲームほか）

　・農業祭（餅まき、餅の無料配布） 平成15年11月30日

　・親子ご飯料理教室 平成16年1月31日

参加者数　28組　66人

　・みしま生活展（お米ゲームほか） 平成16年2月15日 来場者　400人

  05目 農村地域農政総合 (単位　　円)

       推進事業費　　　　  

           　645,394 円

○農振計画変更と農地流動化推進事業　 　　　　　　      645,394 円
　・農振法関係
　　農業の健全なる発展を図るとともに国土資源の合理的利用に寄与するため
　　昭和48年度策定、昭和52年度、平成4年度、平成12年度重要変更を実施し
　　てきた。三島市農業振興地域整備計画が有効に機能するよう管理をした。
　・農用地利用集積計画事業
　　農地を貸しても離作料を心配しないで貸せる事業で、この事業により遊
　　休農用地の有効利用を図り中核的農家に農地の集積を行い規模拡大等に
　　より農業経営の安定を図る。
　　　貸し手　11人　　借り手　　10人　　面積　　239.3ａ

  06目 畜産費　　　　　　　　　　　　　　   (単位　　円)

           7,246,990 円

○家畜防疫事業

　　家畜伝染病予防法に基づいて、予防注射及び検査を実施した｡

　　事業実施状況

頭

頭

頭

頭

頭

羽

羽

群

羽
鶏ニューカッスル病及びマイコプラ
ズ マ 病 等 検 査 4 50

検 査 名 実 施 戸 数 実 施 数

ミ ツ バ チ 腐 蛆 病 検 査 3 27

鶏 ニ ュ ー カ ッ ス ル 病 予 防 注 射 133,050
鶏 痘 予 防 注 射 133,050

豚 日 本 脳 炎 ・ パ ル ボ ウ イ ル ス
予防注射 555

豚 日 本 脳 炎 予 防 注 射 695

牛 の Ｉ Ｂ Ｒ 予 防 注 射 202
牛 の ア カ バ ネ 病 予 防 注 射 206

市 債 そ の 他

牛 の イ バ ラ キ 病 予 防 注 射 150

7,246,990 44,954

予 防 注 射 名 実 施 数

595,394645,394 50,000

7,202,036

一 般 財 源決　算　額
特　　定　　財　　源

国 ・ 県 支 出 金

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

平成16年2月1日

（米ブース）

（米ブース）
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○家畜舎一斉消毒薬購入事業
　　畜舎の衛生環境を保つため、消毒薬剤購入経費に対し補助をした。
　　　　事業費　4,608,009円　　薬剤　36種
○第56回三島市畜産共進会事業
　　事業費　846,384円
    出品点数　乳牛13点　肉牛22点　肉牛枝肉26点　トントンレース子豚5点
　・共進会集合審査、トントンレース（ＪＡ安久グラウンド）及び巡回審査
　・肉牛枝肉共進会　集合審査(東京食肉市場)
　・畜産祭り　平成15年11月30日　南二日町広場
○家畜改良事業
　　消費動向が量から質へと推移するなか畜産物の品質向上を図るための優
　良家畜やその精液導入に対し補助をした。
　　　導入頭数　乳牛4頭　精液導入298本　繁殖和牛7頭　種豚10頭
  　　事業費　10,325,076円
○家畜へい獣処理対策事業
　　死亡家畜（牛、豚）の処理経費に対して補助をした。
　　　処理頭数31頭　　事業費　　1,443,000円
○受精卵移植事業
　　最新技術を導入した牛群改良により畜産経営の体質強化を図るため補助
　をした。
　　　採卵数58卵　移植頭数50頭　事業費　　451,518円
○酪農ヘルパー事業
　　酪農農家に余暇をつくるため行われるヘルパー事業に対し補助をした。
　　　利用戸数　14戸　事業費　　4,776,686円
○三島市牛海綿状脳症対策資金利子補給事業
　　牛海綿状脳症にかかった牛が国内で発生したことにより、経済的に
　影響を受けた畜産等を営む農業者の経営の維持及び生活の安定を図る
　ため、静岡県農協災害対策資金及びＢＳＥ災害緊急対策資金の貸付け
　を受けた畜産農家に貸付資金の利子補給を図った。
　・ＢＳＥ災害緊急対策資金融資利子補給補助金（年　1.5％）
　　　　2件　利子補給額 　295,168　円
　・静岡県農協災害対策資金（緊急生活資金）利子補給補助金（年　0.8％）
　　　　2件　利子補給額 　 37,232　円
　・静岡県農協災害対策資金（営農運転資金）利子補給補助金（年　0.8％）
　　　　1件　利子補給額  　20,325　円

 02項 林業費　　　　　　　　　　　　　　   (単位　　円)

  01目 林業総務費

          39,821,435 円

○県単治山事業                                      2,840,000 円

　　度重なる降雨により、広域基幹林道北箱根山線沿いの山腹が崩壊した

　が、災害復旧事業に該当しないため、森林保全事業として県費補助を受

　け、実施した。 (単位　　円)

21,788,135

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源

39,821,435 8,344,000 9,689,300

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

佐 野 地 区 治 山
測 量 業 務 委 託 840,000 地形測量2,000㎡

路線測量　50m

佐 野 地 区
県 単 独 治 山 工 事 1,940,400 水路工　L=34.3m　　柵工　L=41.6ｍ

法面工　A=190㎡
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○間伐事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      7,455,000 円

　　実施面積　49.90ha　委託料　　7,455,000円

○県単林道事業　　　　　　　　　　　　　　　　　     14,199,350 円

　　林道を開設及び改良し、育林意識の向上を図った。 （単位　円）

開設工事       施工延長　　84m

○平成14年度繰越明許費
（単位　円）

開設工事       施工延長　 150m

○林道維持管理事業　 　　　　　　　　　　　　　　     3,588,000 円

　　林道の整備をするため法面修繕、側溝横断工事及び重機借り上げ等を実

　施した。

　　修繕料 1,743,000円  委託料 1,155,000円  借上料 690,000円

○林道整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　      1,487,790 円

　　林道2路線の整備をするため原材料を支給した｡

　　　補修整備用材料　1,487,790円

○国・県建設事業に係る負担金　　　　　　　　　　　　　5,250,000 円

　・林道諏訪ノ台線建設事業

　　広域基幹林道北箱根山線の支線として平成7年度から県営事業で開設し、

　　平成15年度は236m開設した｡

　　　事業費 30,000,000円　　市負担金 5,250,000円

 04項 土地改良事業費 (単位　　円)

  01目 土地改良事業総務

       費

          46,067,376 円

○土地改良事業計画策定調査事業　　　　　　　　　　　  1,953,000 円

　・土地改良事業を推進するため、調査、設計、測量等を実施し、新規地区

　　の事業計画を作成した。

　・佐野地区用排水路用地調査測量業務を行った。

　・農道環境整備事業川原ヶ谷地区調査業務を行った。

○国・県建設事業に係る負担金　　　　　　　　　　　　　1,500,000 円

　　県単独農業農村整備調査費負担金

　　本年度は、松毛川地区の現況調査を実施した。

　　　事業費3,000,000円　　市負担金1,500,000円

  02目 市単土地改良事業 (単位　　円)

       費

           5,925,082 円

○ふるさと一般農道整備事業（玉沢地区）              

　　県道三ツ谷谷田線と通称｢韮山街道｣を結ぶアクセス道路としての事業を

　推進するため、排水施設の整備を実施した。 （単位　円）

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ工　　延長16.4mふるさと農道整備事業
( 玉 沢 地 区 ) 4,147,500

5,925,082

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

5,925,082

46,024,376

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

46,067,376 43,000

事 業 概 要

中 尾 線 開 設 工 事 3,659,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

北原菅線開設工事 13,846,350

事 業 名 事 業 費

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○平成15年度繰越明許費

　　農道佐野6号線整備事業

　　　地元町内会との協議・調整に日時を要し、年度内の完了が見込めなく

　　　なり繰越明許とした。

　　　　　繰越額　20,500,000円

  03目 県単土地改良事業　　　　　　　  (単位　　円)

       費

          22,002,000 円

○県単土地改良事業　　　　　　　　　　　　　　　     22,002,000 円

　　県の補助を受けて農業施設を改良するもので、未整備・老朽化した水路

　及び水門1ヶ所を地元の協力を得る中で実施した｡
（単位　円）

用排水路工　　　　　　　施工延長　102m

防護柵工　　　　　　　　施工延長　103m

  04目 県営土地改良事　　　　　   (単位　　円)

       業費

          50,404,564 円

○県営担い手育成基盤整備事業（中郷地区）　　　　       2,891,249 円

　　優良農地の適正な確保と効率的な農業経営を図るため区画整理により

　農地の集団化、用水不足、水質の悪化防止のための用排水の分離、基幹

　農道の事業推進を図った。

○県営緊急畑地帯総合整備事業（笹原地区）　　　　         952,070 円

　　総事業費　2,035,690,000円

　　区画整理　22ha　畑地灌漑39ha　幹線農道531m

○国・県建設事業に係る負担金 46,544,000 円

　　県営社会環境基盤重点農道整備事業大竹笹原地区事業費負担金

　　　　　　　　　　　       　　　　46,000,000 円

総事業費830,000,000円　延長1,755m　幅員7.0m

本年度は､用地買収及び調査測量設計を実施した。

事業費230,000,000円　市負担金46,000,000円

  05目 土地改良施設維　　　　　   (単位　　円)

       持管理事業費

33,075,621 円 31,631,44133,075,621 1,444,180

6,249,564

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

50,404,564 2,499,000 41,400,000 256,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

佐 野 地 区 用 排 水 路
改 良 工 事 4,743,900 水門1箇所　　 　　　　　施工延長　  6m

合 計 21,585,900

青 木 地 区 用 排 水 路
改 良 工 事 14,647,500
鶴 喰 地 区 用 排 水 路
改良に伴う付帯工事 2,194,500

15,402,000

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

22,002,000 6,600,000

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

決　算　額
特　　定　　財　　源

　　平成2年度より農用地の区画整理を行うと共に、幹線農道を基幹とし、

　畑地かんがい等総合的な土地基盤整備を行い、農業振興及び経営の安定

　を図った。本年度、換地計画の県知事認可及び換地処分登記を行い、事

　業完了した。
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○農免農道維持管理補修事業　　　　   　　 　 　      9,625,135 円

　　農免農道の補修工事、重機借上げ等を実施した。

○農業用施設維持管理事業　　　   　　　 　　 　     16,917,632 円

　　農業用施設の補修工事、維持管理業務を実施した。

○松毛川排水機場維持管理事業　　　    　　   　      5,631,227 円

　　松毛川排水機場施設の保守点検業務等を実施した。

○幸原揚水機場維持管理事業　　　　　　　               901,627 円

　　幸原ポンプ場の運転に伴い、清掃及び管理業務を実施した。

07款 商工費 (単位　　円)

 01項 商工費　　　　　　　　　　　　　　   

  02目 商工業振興費　　　　　　　　　　　  

         49,565,475 円

○国・県支出金を伴う事業費補助金　　   　　　　　　　9,927,000 円

(単位　　円)

○市単独事業費補助金[10事業]　　　　　　　　　　　　38,491,000 円

　主なもの (単位　　円)

事業概要等

商店街振興育
成事業補助金

三島商店街連
盟 5,606,709 3,000,000

各商店街振興費（22カ所）、田
町商工会視察研修費、初詣客歓
迎イベント費、地口行灯と初午
ツアー関係費、新年初顔合わせ
会、県商連関係費、店舗コン
クール関係、ＮＥＷ!!わかふじ
国体関係費、せせらぎクーポン
関係費、ＰＯＰセミナー関係
費、日本大学富桜祭ポスター印
刷費

補助金名 補助対象団体 事業費 補助金額

4/6　門前町ゑびす参道さくら祭

三島大通り商
店街まつり実
行委員会

2,813,000 1,350,000 5/5　春の大通り商店街まつり

門前町ゑびす
参道さくら祭
実行委員会

779,200 350,000

三島広小路笑
栄会 1,374,996 450,000 6/7　リメンバー六反田

一番町商店振
興会 1,474,319 450,000 6/7、6/8　一番町夜市ホタルま

つり

本町大中島商
店会 1,702,457 450,000 7/5、7/6　七夕夜市

中心市街地商
業活性化助成
事業補助金

三島ＴＭＯ
(商工会議所)

14,221,306 4,771,000

商業基盤施設
等整備事業補
助金

三島ＴＭＯ
(商工会議所) 7,068,516 1,176,000

広瀬通の街路灯15基について改
修整備、1基新設  合計16基

補助金名 補助対象団体 事業費

いきいき商店
街づくり事業
補助金

広瀬通り共栄
会 5,985,000 3,980,000

47,575,475

6/28、6/29　商人祭
8/1～8/30　三島駅前懐古展とせ
せらぎビアホール
10/25、10/26　おもてなし回
廊・食の市

チャレンジショップ「ビバー
チェスペース」の運営
1号館　本町7-28
2号館　本町11-2
1ブースあたり2坪のスペースを
利用して2店舗8ブースで出店者
の独立開業に向けた様々の支援
を行った

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

49,565,475 1,990,000

補助金額 事業概要等

商店街イベン
ト振興事業補
助金
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

(単位　　円)

  03目 中心市街地活性  (単位　　円)

       化推進費

        302,295,588 円

〇優良建築物等整備事業補助金           　　
　　中心市街地の活性化への寄与が期待される本町地区の再開発事業に
　対して、建築物建設工事費、電波障害対策費、工事監理費のうちの補
　助対象事業費について補助した。

静岡県東部地区ＳＯＨＯ推進協
議会が実施するＳＯＨＯ施設等
管理運営事業及びＳＯＨＯ関係
推進事業（講演会、交流会等）
に対し補助した。

ＳＯＨＯ支援
事業補助金

静岡県東部地
区ＳＯＨＯ推
進協議会

15,228,921 5,000,000

2/7～2/9　三島宿「地口行灯」
と初午ツアー　大通り商店街へ
395基の地口行灯を設置、初午ツ
アーのもてなしイベントとして
甘酒サービス・お楽しみ抽選会

中央町商店会 3,574,371 580,000
空き店舗対策事業として中央町
4-10にある空き店舗に健康野菜
「やーこん」を誘致。

三島宿「地口
行灯」と初午
ツアー実行委
員会

851,858 250,000

9,000,000

経営指導員の指導（巡回指導
2,160件、窓口・通信・電話等
633件）、なんでも相談会年5回
開催ほか

三島商工会議
所 1,020,900 500,000

2/4～2/25　三島大通り商店街文
化イベント事業「廣重　東海道
五十三次木版画展」、「全国の
登録文化財写真展」

商工会議所補
助金

中小企業相談
所補助金

三島商工会議
所 75,019,227

三島商工会議
所 82,009,436 10,491,000

市内商工業者等の経営安定を図
り、地域経済の活性化を推進す
ることを目的に、商工会議所が
実施する商工業振興の諸事業に
対し補助した。

三島サービス
シール協同組
合

1,647,801 450,000 11/22～11/24　ゑびす講大市

三島大通り商
店街まつり実
行委員会

3,560,145 1,350,000 11/3　秋の大通り宿場まつり

せせらぎの夕
べ実行委員会 823,150 400,000

10/25、10/26　国体記念おもて
なしイベント「せせらぎの夕
べ」

450,000 10/4～3/6　まちづくり音楽隊

錦田地区商店
振興会 993,486 350,000 10/5　錦田ふれあい広場

広小路駅南通
り商店会 258,043 80,000

9/15～10/14　広小路駅南ロード
ギャラリー（マンガ・イラスト
大会）

幸原商店会 839,717 270,000 8/24　幸原商店会商業祭

大場商工店会 1,264,759 450,000 8/26　大場ふれあい広場

299,400,000 円

450,000 8/9　ｗａｉｗａｉ遊広場
芝本町商店振
興会 1,192,887

商店街活性化
事業補助金

商店街イベン
ト振興事業補
助金

ＮＰＯリベラ
ヒューマンサ
ポート

1,059,020

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源

302,295,588 225,150,000

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

77,145,588

門前町下田街
道祭り実行委
員会

2,950,692 1,350,000 9/23　門前町下田街道祭り

補助金名 補助対象団体 事業費 補助金額 事業概要等
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

〇平成15年度繰越明許費
　　優良建築物等整備事業補助金
　　　国の内示に対応し、工程の前倒し調整を行ったが、年度内に予定した
　　　出来高まで完了できなかったため、繰越明許とした。
　　      繰越額　200,000,000円
○市単独事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,500,000 円

(単位　　円)

  04目 中小企業融資事　　　　　　　　  (単位　　円)

       業費

         110,705,836 円

○中小企業融資事業　　　　　　　　　

　・中小企業団体等近代化

    資金融資(商工中金原資)貸付金　 100,000,000円

　・貸付実績 (単位　　円)

○市単独事業費補助金

　・市小口資金信用保証料補給補助金　217件　　3,139,299 円

　・小口資金利子補給補助金　　　　　326件　　3,636,853 円

　・短期経営改善資金利子補給補助金　372件　　1,786,097 円

　・経済変動対策特別利子補給補助金  　3件 　 　346,519 円

  05目 観光費　　　　　　　　　　　　　　  (単位　　円)

          75,262,781 円

○三島市観光推進ビジョン策定事業費補助金　
　　観光推進事業を実施するにあたり、その中・長期的な施策を構築するた
　め観光事業に取組む民間団体等を主体として、「三島市観光推進ビジョン」
　を策定することに対し補助した。具体的には観光推進ビジョン報告書の作
　成、告知用パンフレットの作成、観光活動団体へのヒアリングによる観光
　データの収集を行った。
○観光案内事業　
　・駅前観光案内所委託(H15.9月まで)　 円
　・総合観光案内所管理委託(H15.10月から)　 円
○観光産業の振興事業　
　　観光ＰＲパンフレットを作成し、配布することにより中心市街地等への
　誘導を図った。　
〇市単独事業費補助金　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　・三島夏まつり補助金　　 円
　　毎年、多くの人出で賑わう当市最大のイベント。農兵節、みしまサンバ

補助金名 補助対象団体 事業費 補助金額 事業概要等

37,497,936 円
28,869,936

6,000,000 円

1,334,000
1,400,000

315,590 円

75,262,781 3,000,000

58,600,000 24件

542,478

8,908,768 円

決　算　額

71,720,303

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

中 小 企 業 団 体 等
近 代 化 資 金 融 資 3

100,187,068 円

387,979,000

制 度 名 件 数 融 資 額 平 成 15 年 度 末 融 資 残 高

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

110,705,836110,705,836

ＴＭＯの各部会（空き店舗部
会、にぎわい部会、交通対策部
会、ヤング部会）が実施した事
業　　チャレンジショップ関
係、三島散策マップ、毎度あり
市特典サービス券、まちづくり
サポート隊等

ＴＭＯ事業補
助金

三島ＴＭＯ
(商工会議所) 3,198,000 1,500,000
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　パレード、大文字焼き等に対し補助した。
　・山中城まつり補助金　 円
　　山中城跡公園への観光客誘致とともに坂地区の活性化を図るため国指定
　　史跡「山中城跡」をメイン会場に開催する事業に対し補助した。
　・観光特産品化推進事業補助金 円
　　「三四呂人形の観光特産品化」、「芝切地蔵睡蓮祭り」、「三島馬鈴薯
　　祭り」、「箱根だいこん祭り」、「箱根高原野菜直販ブース」の5事業に
　　対し補助した。

  06目 消費対策費 (単位　　円)

       　  8,723,672 円

○消費生活相談事業                                  3,428,428円

　また、同様の理由で年齢別では30代が増加している。

　　　消費生活相談受付件数 (単位　件)
月

種類

27 55 45 43 53 77 98 63 89 80

2 3 0 1 3 0 0 2 0 0

29 58 45 44 56 77 98 65 89 80

　　　性別相談件数 (単位　件)

　　　内容別（主なもの）

　　　　・販売方法別 (単位　件) ・被害商品別 (単位　件)

○消費者教育事業
　　賢い消費者を育成するため、「消費生活講座」を5回開催し、地域・企
　業・老人会等を対象にした悪質商法未然防止に係る「出前講座」を13回開
　催した。
　　・消費生活講座 (単位　人)

　　・出前講座
　　　　高齢者向け　8回（319人）　一般向け　5回（174人）　

5,000,000

500,000

「住まいのお手入れ教室
　　　～知って得する我が家の掃除（年末編）～」

ＤＩＹアドバイザー 77

「賢いあなたの快適安心温泉入浴法
　　～寒い季節の温泉入浴法教えます～」

前中伊豆温泉病院院長 66

「魚の名前と食の安全最新情報」 消費者問題研究所代表 68

「老後の生活資金と個人年金」
（財）生命保険文化センター
生活情報室 85

演                 題 講        師 受講者数

「クレジット・サラ金、多重債務問題
　　　　　～自己破産の激増とその背景～」

沼津総合法律事務所
弁護士 62

店舗販売 90 学習教材 24

架空請求 549

訪問販売 110 住宅関連（点検商法） 37

企業・団体 4

通信販売 600

男 426

女 476

合 計 140 125 906

問 い 合 わ せ 0 0 11

合　計

苦 情 140 125 895

12 1 2 384 5 6 7 9 10 11

決　算　額
特　　定　　財　　源

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
一 般 財 源

7,696,672

　　消費生活相談窓口に寄せられた相談件数は906件で、平成14年度に比べ

　532件増加した。相談内容の種類では、苦情が895件(99%)で相談の大半を

　占め、性別では急増した「架空請求」の影響から男女の差がなくなり、

8,723,672 1,027,000
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　　計　13回　493人参加
○賢い消費者育成事業                                  1,440,881円
　・「みしま生活展」委託事業 600,000円
　　「みしま生活展」を三島市消費者連絡協議会の委託事業として開催した。　
　　平成15年度は、「くらしの情報キャッチして地域に広げる４Ｒ」
　　をテーマとし、13団体が身近な消費者問題について1年間学習した成果を
　　発表するとともに、7事業所、行政・その他団体13団体が出展し、
　　2,500人の参観者があった。
○不用品活用バンク事業
　　昭和54年度から、環境にやさしい消費者の実践行動の一環として、
　家庭用の不用品の提供者と活用者を登録し、市民ホール庁内掲示板や
　市ホームページで紹介している。
　　平成15年度の利用状況
　　　　登録件数　　譲ります　　　　322件
　　　　　　　　　　譲ってください　337件
　　　　　　　　　　成立　　　　　　276件
○市単独運営費補助金　　　　　　　    　　　　　　　　1,200,000 円
　・三島市消費者連絡協議会補助金 600,000円
　　消費者が安全で豊かな生活を営む上で必要な問題提起や､時代に即応し
　　た活動を推進のため、消費者活動の推進母体となる「三島市消費者連絡
　　協議会」に活動運営費を助成した。
　　その活動としては、月1回の理事会の開催及び情報交換をはじめ、純正
　　食品普及、みそ作りリーダー研修、視察・研修の実施及び消費者被害
　　未然防止街頭キャンペーン、消費者問題シンポジウムへ参加した。
　・三島市買物袋持参運動推進協議会補助金 600,000円
　　平成11年度に発足した「三島市買物袋持参運動推進協議会」（80団体）
　　の活動の充実を図るため､活動運営費を助成した。
　　環境に負荷を与えない資源循環型社会を目指すため、消費者・商店・
　　行政が協働体制の中で、レジ袋を辞退し買物袋を持参する啓蒙啓発活動
　　を市民運動として積極的に展開した。また、10月中旬、市民1,000人を
　　対象にこの運動に係るアンケート調査を行った結果、回答率は34.1％と
　　低かったが、回答者の内「持参する」と答えた人が50％、「この運動を
　　知っている」人が77％と認知度は上昇した。

  07目 環境対策費

78,315,264 円

○公害苦情受付及び解決件数 (単位　件)

種類

(1)

(1)

(1)

(3)

(6)

　　　　　　　　　（　）内は平成14年度継続分

○大気汚染

　・市内4測定局及び自動車排ガス測定局による常時監視 （風向・風速・二

100%合 計 95 89 6

11%

そ の 他 4 3 1 5%

悪 臭 13 11 2

20%

振 動 2 2 0 2%

騒 音 19 18 1

42%

水 質 汚 濁 19 18 1 20%

大 気 汚 染 38 37 1

67,826,649

件数
苦 情 件 数 解 決 件 数 繰 越 件 数

当該年度の発生件
数に対する割合

78,315,264 2,374,000 8,114,615

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　酸化硫黄・窒素酸化物・一酸化炭素・浮遊粒子状物質・オキシダント等）
　　を行った。
　・光化学スモッグ（オキシダント）による緊急時発生については「緊急時
　　対策要領」により夏季監視体制の強化を図った。
○水質汚濁
　・大場川下流域の環境基準の見直しが行われ、5月1日から環境基準類型
　　指定が河川Ｄから河川Ｂに2ランクアップした。
　・環境基準の設定されている大場川をはじめ市内を流れる11河川について
　　水質調査を行った。また、大場川新川橋において24時間監視調査を2回
　　実施した。
　・ＢＯＤ値でみると、大場川では水質は平年に比べるとほぼ横ばいであり、
　　環境基準点である出逢橋・塚本橋では環境基準を満たしていた。また、
　　その他の河川でもその水質は平年に比べるとほぼ横ばいであった。
　・法、条例に基づく県環境衛生科学研究所による立入調査に三島市も同行
　　して排水処理施設の維持管理等のチェックを実施した。
　　平成15年度は 6回、延べ29工場・事業場で実施したところ、2事業所が
　　基準を超えていたため、県より注意処分を受けた。
　・下水処理施設への流入水・放流水等の平常試験・精密試験・中試験・
　　通日試験等の水質検査及び汚泥試験を実施し、下水処理場の水質管理
　　部門へ水質試験報告を行った。
　・トリクロロエチレン等の有機塩素系化合物による地下水汚染については、
　　当市では平成14年度までの調査で基準を超える汚染地域はないことが
　　確認されているが、市内に 8箇所のクリーニング店等の使用事業場も
　　あることから、引き続き井戸・湧水等の定点調査と使用事業場の立入調
　　査等を実施した。結果は、水道水の水質基準及び環境基準等の基準を超
　　える汚染箇所はなく､違反もなかった。今後も継続して調査していく予
　　定である。
　・外因性内分泌撹乱化学物質として疑われている物質による環境汚染の監
　　視については、平成10年度に環境庁が緊急全国一斉調査を実施した結果、
　　河川水等から61物質中27物質が検出された。この結果を受けて、当市で
　　も平成15年度に大場川塚本橋で年2回の調査を行った。その結果、13物
　　質中4物質が検出されたが、環境庁の全国一斉調査の調査結果の範囲内
　　であり、特に高い濃度で検出された物質はなかった。
○交通騒音
　　騒音に関する市内主要道路沿線の実態を把握するため、市内 7箇所で
　交通騒音調査を実施した。その結果、環境基準は満たしていないが、要請
　基準は概ね満たしていた。
○環境騒音
　　騒音に関する地域環境の実態を把握するため、市内37箇所で環境騒音
　調査を実施した。その結果、すべての測点で環境基準を満たしており、
　全体として良好な状態であったが、自動車の音源寄与が特に高い状況で
　あった。
○環境測定推進事業 10,838,520 円
　　環境測定を充実させ、環境保全の推進を図るため、測定機器の整備を
　進めた。

　微風向風速計　　光進電気製MVS-350　　　997,500円
○環境保全意識の啓蒙・普及
　・環境保全団体との連携のもと、大場川堤防の清掃・講演会の開催への参
　　加等による各種行事を実施し、環境保全意識の向上を図った。
　・三島市環境基本条例第9条（年次報告書）の規定により、14年度の様々

　　な環境データや環境基本計画の実施状況等を明らかにした「環境報告書

　　～三島の環境～（平成15年版）」を500部発行し、関係機関に配布した。
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・事業場の現場サイドから環境問題を考え、その保全を図るため市内を中

　　心に 99事業場・団体により「三島地区環境保全推進協議会」を構成

　　し、市の主催する環境保全事業に協力するとともに、独自に講演会・

　　技術研修会、環境保全団体の表彰等の各種事業を実施した｡

　　この協議会に対し運営費の一部として90,000円を補助した。

　・環境月間において関係各課との協力のもと、環境保全啓蒙パトロールや

　　環境美化活動、環境講演会などを実施し環境意識の向上に努めた。

○環境教育普及啓発事業　　　　　　　　　　　　　　　　 6,201,207 円

　・早い時期からの環境教育普及促進のため、市内の小学生4年生から6年生

　　までの児童を対象に、環境教育副読本「三島の環境」を作成しているが

　　本年度は、改訂版を1,500部作成し新たに4年生になった児童に配布した。

　・市内の小学校14校の4年生から6年生までの児童の中から各校 3名計42名

　　の希望者を募り、環境探偵団として活動を展開した。 6月の発足式から、

　　12月の修了式までの 7ヶ月間で、三島湧水の源流の視察やペットボトル

　　のリサイクルの現状、箱根原生林の散策等、様々な体験学習を行った。

　・市内7中学校から各2人ずつ計14人の中学生男女を対象に、8月5日から8

　　日まで、学校版ＩＳＯや地域のごみ分別に取り組む水俣市の中学校や、

　　今なお活動を続ける鹿児島県桜島の自然など（台風により屋久島から変

　　更）を視察研修し、学校での環境改善や地域の環境活動に取り組む中学

　　生環境リーダー研修を行った。北上中では、研修に参加した生徒が中心

　　となって、学校版ＩＳＯに取り組み、16年1月に市内の学校で初めて、

　　「三島市環境ＩＳＯ認定校」となった。

　・地球規模の環境問題に対処できるよう、市民一人ひとりが環境への理解

　　と認識を深め、家庭や地域で自ら環境活動を実践するとともに、環境ボ

　　ランティアとして様々な環境活動に率先して参加し、先導的な役割を担

　　う｢エコリーダー」の育成を目的に、13年度から毎年、日本大学国際関

　　係学部との共催により、三島市民環境大学を開講している。

　　平成15年6月16日の開講式及び第1回講義のほか、15年度は8回の講義を

　　行った。

15年度入学者数：36人　 会場：日本大学国際関係学部校舎

講師：大学教授、国立遺伝学研究所教授ほか環境専門家

　・学校週5日制の施行に併せ、小学生の環境学習の場として、小学生4年生

　　以上親子104人を対象に2月21日、生涯学習センターで小学生環境フェス

　　ティバルを開催した。小学生環境探偵団参加児童による体験発表と厳し

　　い自然と戦ってきた元南極観測隊員による講演を行った。
○環境基本計画推進管理事業  　　　　　　　　　   　     779,228 円
　・平成14年3月に策定した三島市環境基本計画に掲げられている環境施策
　　を着実に推進するため、計画に位置付けられた市の取組について、ＩＳ
　　Ｏ14001環境マネジメントシステム運用の中で、定期的にその進行管理
　　を図るとともに、｢環境報告書」を作成し、それをもとに環境審議会、
　　市民環境アドバイザー会議に取組状況等について報告を行った。また、

　　地域の環境づくりを進めるきっかけとなる地域環境情報誌「エコライフ

　　みしま」の編集作業を市民ボランティア10人により行った。

　　　三島市環境審議会（16年2月17日開催）

　　　三島市民環境アドバイザー会議（16年3月18日開催）

　　　「環境報告書（平成15年版）」（16年3月　500部発行）【再掲】

　　　「エコライフみしま」編集スタッフ会議（4月～3月　14回開催）

○環境ＩＳＯ推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　  4,378,222 円

　・平成12年7月26日に取得した環境管理の国際標準規格ＩＳＯ14001の認
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　証を継続するため、3年ごとの更新審査を受審した。その結果、市立の

　　全小・中学校21校、学校給食共同調理場3施設を新たに範囲に加え、市

　　の全ての施設（72施設）で認証を更新した。（7月7・8・9日更新審査）

　・建設業の代表者を対象に環境ＩＳＯセミナーを実施した。

  ・市民に環境ＩＳＯの趣旨を広く啓発し、自発的な環境活動を普及する

　　ため、独自の「三島市環境ＩＳＯ認定制度」を創設した。その一つ、

　　学校版ＩＳＯは、学校における児童・生徒の自主的な環境活動を応援

　　する制度で、平成14年度から取組を開始した北上中学校を16年1月に市

　　内初の「三島市環境ＩＳＯ認定校」として認定した。また、「家庭

　　（小規模事業者）版ＩＳＯ(エコパートナー)」は、日常生活の中で環

　　境活動を実践するエコ市民の普及を目指すもので、16年3月31日現在、

　　34世帯をエコパートナーとして認定した。

　・地球温暖化対策推進法に基づく三島市役所の地球温暖化対策「地球にや

　　さしい率先行動計画」を推進するほか、古紙回収、公用リサイクル自転

　　車の活用など地球環境改善活動を実践した。(古紙回収：26回実施）

　・三島市民が住宅用に設置する太陽光発電システムに対して１kW当たり

　　20,000円、4kW　80,000円を限度として補助を行った。

　・設置件数は61件、一件当たりの平均kW数は4.00kW／ｈ、総kW数は

　　243.89kW/hであった。

　　平成15年度末累計設置件数　272件

○地域新エネルギービジョン策定事業                    7,852,150円

　・地球環境を守り、エネルギー分野において市民が快適に暮らしていく

　　方策の検討のため、また、継続的に成長可能な社会構造の構築の一助

　　とするため三島市域における新エネルギー全般についてその利用可能

　　性を調査した。
 【内容】
　　需要量の調査、新エネルギー賦存量の推計、広域的な事業化の可能性

　　調査、導入事例・技術開発動向の調査などを行い、その調査結果から

　　具体的に導入可能な新エネルギーの検討、さらに推進に向けたプロジ

　　ェクトについて検討を行い、三島市地域新エネルギービジョンとして

　　取りまとめた。その結果、本市における特徴的な新エネルギーの賦存

　　量が明らかになり、今後のエネルギー施策を推進していくための基礎

　　　資料となっている。

○森林ボランティア推進事業　　　　　 　　　　　　     2,274,659 円

　　森林と親しむ機会の少ない市民に森林整備に関するプログラムを

　通じて、森林の働き、整備の必要性を理解してもらい森林整備活動の

　促進を図った。

　・フォレストインストラクター養成講座（全4回） 受講者　19名

　・フォレストインストラクター技術アップ講座（全2回） 受講者　20名

　・森林ボランティア育成事業

　　　森の小さなダムづくり　

　　　森の昆虫と自然の新発見教室　

　　　森の小さなダムづくり　　  

　　　竹かごづくり教室　

　　　森の小さなダムづくり　

　　　野鳥観察教室　　

　・森林ボランティア団体支援事業補助金

　　会員の安全防具購入や活動に伴う保険代の補助を行った。

○住宅用太陽光発電システム設置費補助金　　　　　　　　4,225,000 円

参加者17名

参加者45名

参加者16名

平成15年5月25日

平成15年7月12.13日

平成15年9月7日

平成15年10月12日

200,000円

参加者9名

参加者16名

参加者28名

平成15年11月16日

平成16年1月10日
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